




































































































































































































イ    Reaction11)Mass分布法(2)Maximumlikelihood法(31Diffraction有











   一升π+3π一π00.12±0.080.025±0.037
   Pρ0π+2π一π00.14±0.030.135±0.030
   イ荘ρ02ガπo0.08±0.020.072±0.020
   Pρ一2π+2π一0.09土0.020.059±0.024
   4朴ρ一π+2ガ0.03±0.020.059±0.022
   Pηoπ+2ガ0.022±0.0030.0211±0.OO3
   Pωoπ十2一O.136±0.0090.]38±0.009
   4朴η02π一0.003±0.0020.0026±0.OO17
   」昔ω02π一0.046±0.0060.0456±0.006
   P2π+3π一π00,2830,216
    total∠一梓0.28±0.030.28±0.040.260±0.052
    tota1ρ00.24±0.020、22±0.040.207±0.036
    tota1ρ一0.10±0.020.12±0.030.118±0.033
    totalη00.025±0.0050.025土0.0040.024±0,003
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 論文審査の結果の要旨
 海野義信提出の論文は,8Ge鷲/cにおけるπ}p反応の中で特に,6プ・ング状態について行
 なった解析で,多体終状態に関する研究である。
十
 論文は,8章よりなるが,第1章序文では,過去の万『p6プ・ング反応の解析は,統計が低く,
 中間子組合せの質量分布の説明等が十分でない事を指摘している。これに比べ本研究は,約40万枚
 の写真にもとづくもので,約10ev/μbという高い統計である。第2章では,実験の手続きを述
 べ,各終状態に対するノイズの推定を行なっているが,本研究の信頼度が充分高いことが示されて
 いる。
 第3章は,各終状態の反応断面積で,(A)p2π+3π一330±12μb,(B)p2π+3π『π0
 603±17μb,(C)n3π+3π一185±11μbを得たが.これは8GeV/c領域における新デ
 ー タである。
 第4章は∠,ρ,η,のの主要共鳴状態に関するinclusiveな解析で,盆分布,P争分布等
 が得られている。
 第5章は,(A)p2π+3π～終状態の詳しい解析である。π中間子の各種組合せの質量分布を説
 明するためには,既知の共鳴状態,統計的back離oundのみでは不十分で,中間子側に約23%,
 陽子側に約ユ0%のdiffractl・nd土ss・ciaLi・nを入れる事により,データがよく再現される事
 が示されているが,これは新しい知見である。
 第6章は,(B)P2π+3π}πo終状態についての詳しい解析で,質量分布からは前章と同様,
 中間子側に約16%,陽子側に約6%のdiffracti。ndiss・clationを考慮する必要性を示した。
 さらに多数粒子に崩壊する重い中間子の探査を行ない,η'(985)→ηπ+π一を15eveれts得た。
 断面積は,σXB==L4±0.3μbである。ωを含む共鳴としては,(ωπ+π『)1660,(ωπ+
 π一)2060の2つの共鳴を確認した。断面積は夫々σxB=13.1士3.0μb(4.4standard
 deviation)及びσxB=7.5±3、3(2.3st孤darddeviat圭on)と求められ,spinparity
 としては夫々(1}又は3一),(4+)の可能性が示される。後者の(ωπ+π一)2060は新し
 く発見された共鳴状態である。
 本研究は,断面積の小さいπ一p6プロング反応を従来データに比べ,格段に高い統計で調べた
 ものであり・論文に示された各種断面積数値,あるいは,発生時機構におけるdiffracti・n
 diss・clat1・nの重要性の指摘,又,η'(958)一→ηπ+π『,(ωπ+π一)1660,(のπ+π{)
 2060の定量等は,素粒子物理学上の貴重な知見と言い得る。よって,海野義信提出の論文は,博
 士論文として合格と認める。
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